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平成 ２９ 年 度当 初予 算施 政 方針  

 

（ は じ め に ）  

平 成 ２ ９ 年 都 城 市 議 会 ３ 月 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 市 政 運

営 に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 に つ い て 、 所 信 を 申 し 述 べ ま す と

とも に、平成 ２ ９ 年度 当初 予 算の 大要 を御 説 明 申 し上 げま す 。 

さ て 、 我 が 国 経 済 を 見 て み ま す と 、 ア ベ ノ ミ ク ス の 様 々 な

取 組 に よ り 、 緩 や か な 回 復 基 調 が 続 い て お り ま す 。 こ う し た

状 況 の 下 、 政 府 は 、 デ フ レ か ら 完 全 に 脱 却 し 、 し っ か り と 成

長し てい く 道 筋 をつ ける た め、「 未来 への 投 資を 実現 する 経 済

対 策 」 を 取 り ま と め ま し た 。 私 ど も 地 方 自 治 体 に お い て も 、

こ の よ う な 政 府 の 対 応 も 踏 ま え た 上 で 、 様 々 な 施 策 に 取 り 組

む必 要が あ る と 考え て お り ます 。  

こ う し た 中 、 私 は 、 昨 年 １ １ 月 の 市 長 選 挙 に お い て 、 市 民

の 皆 様 の 御 負 託 を い た だ き 、 第 ４ 代 都 城 市 長 に 就 任 い た し ま

し た 。 改 め て そ の 責 任 の 重 さ を 認 識 す る と と も に 、 初 心 を 忘
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れ ず 、 こ れ ま で 以 上 に 全 身 全 霊 を 傾 け 、 本 市 の 更 な る 発 展 を

目指 し て 自 治体 経営 に 取 り 組ん でま いり ま す 。  

さ て 、 今 年 度 に お き ま し て も 、 就 任 以 来 一 貫 し て 取 り 組 ん

でお りま す 、本市 が持 つ“３ つ の宝 ”、すな わ ち「 農 林 畜産 業 」、

「 地 の 利 」、「 次 世 代 を 担 う 子 ど も た ち 」 を よ り 一 層 輝 か せ る

ため の 各 施 策 に 取り 組ん で まい りま した 。  

「 農 林 畜 産 業 」 で は 、 持 続 可 能 な 儲
もう

か る 農 業 を 目 指 し て ６

次 産 業 化 を 推 進 す る と と も に 、 農 業 後 継 者 や 新 規 就 農 者 に 市

独 自 の 給 付 金 を 支 給 す る 農 業 後 継 者 等 支 援 事 業 や 、 防 除 作 業

の 効 率 化 を 支 援 す る 防 除 用 無 人 ヘ リ 導 入 支 援 事 業 に 新 た に 取

り組 んで ま いり まし た。  

「 地 の 利 」 で は 、 本 市 の 悲 願 で あ っ た 山 之 口 ス マ ー ト イ ン

タ ー チ ェ ン ジ が 開 通 し 、 産 業 振 興 や 救 急 救 命 体 制 の 充 実 等 が

期 待 さ れ る と と も に 、 都 城 志 布 志 道 路 に つ い て も 、 官 民 を 挙

げ た 積 極 的 な 要 望 活 動 に よ り 、 国 ・ 県 の 整 備 予 算 が 大 幅 に 増

加い たし ま した 。  
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「 次 世 代 を 担 う 子 ど も た ち 」 で は 、 ふ る さ と 納 税 の 御 寄 附

を活 用し た 英語 圏へ の中 学 生海 外交 流事 業 の再 開 や、Ａ ＬＴ 、

い わ ゆ る 外 国 語 指 導 助 手 の 充 実 等 を 図 り 、 国 際 性 豊 か な 人 材

の 育 成 を 推 進 す る と と も に 、 小 学 校 図 書 館 サ ポ ー タ ー を 倍 増

し て 学 校 図 書 館 の 支 援 体 制 の 充 実 を 図 る な ど 、 学 力 ・ 人 間 力

を兼 ね備 え た人 材育 成に 取 り組 んだ とこ ろ であ りま す。  

ま た 、 今 年 度 は 、 こ う し た 取 組 に 加 え 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ

や子 育て 支 援セ ンタ ーの 増 設 等 によ る「子 ども・子育 て支 援 」、

市 立 図 書 館 や 子 育 て 世 代 活 動 支 援 セ ン タ ー 等 の 複 合 施 設 の 整

備着 手等 に よる「中 心市 街 地の 活性 化 」、さ ら に は 、平成 ２ ７

年 度 の 寄 附 金 額 ・ 寄 附 件 数 が 共 に 全 国 １ 位 と な っ た ふ る さ と

納 税 や 各 施 策 の 実 施 に よ る 「 本 市 の 対 外 的 な Ｐ Ｒ 」 等 に も 取

り組 んで ま いり まし た。  

平 成 ２ ９ 年 度 に お き ま し て も 、 ま ず は 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ

の 宝 ” を よ り 一 層 輝 か せ る た め の 取 組 を 進 化 さ せ て い く と と

もに 、「 子 ども・子育 て支 援 」や「 中心 市街 地 の 活性 化 」等 の
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重要 施策 を 推進 し、 さら に は、「 市民 サー ビ スの 更な る向 上 」

や 「 本 市 の 対 外 的 な Ｐ Ｒ 」 の た め の 各 施 策 に も 積 極 的 に 取 り

組ん でま い りま す 。  

そ し て 、こ れ らを 進め てい く 上 で は、選 択と 集 中を 基本 に 、

こ れ ま で 以 上 に “ 本 気 で 挑 戦 ” を し て 自 治 体 経 営 を 行 い 、 本

市 が “ 南 九 州 の 拠 点 都 市 ＝ リ ー デ ィ ン グ シ テ ィ ” と し て の 地

位を 確立 し、“ 市 民の 笑顔 が あふ れる まち ＝ スマ イル シテ ィ 都

城” を実 現 する ため に尽 力 して まい りま す 。  

 

（我 が国 経 済の 現状 と課 題 等）  

さ て 、 我 が 国 経 済 の 状 況 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ９ 年 度 の

政府 経済 見 通し によ りま す と、平 成２ ８年 度 は、『 アベ ノミ ク

ス の 取 組 の 下 、 雇 用 ・ 所 得 環 境 が 改 善 し 、 緩 や か な 回 復 基 調

が 続 い て い る 。』 そ う し た 中 、『 政 府 は 、 デ フ レ か ら 完 全 に 脱

却し 、し っ かり と 成長 して い く道 筋を つけ る ため 、「未 来へ の

投 資 を 実 現 す る 経 済 対 策 」 を と り ま と め た 。 雇 用 ・ 所 得 環 境
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が 改 善 す る 中 、 経 済 対 策 等 の 効 果 も あ っ て 、 景 気 は 緩 や か な

回復 に向 か う こ とが 見込 ま れ る 。』と され て おり ます 。  

ま た 、平 成 ２ ９ 年 度の 経済 財 政運 営に つき ま し て は、『 引 き

続き「経 済 再生 なく して 財 政健 全化 なし 」を基 本と し 、「名 目

Ｇ Ｄ Ｐ ６ ０ ０ 兆 円 経 済 の 実 現 」 と 「 平 成 ３ ２ 年 度 の 財 政 健 全

化目 標の 達 成 」の双 方の 実 現を 目指 す。』ま た、『「戦 後最 大の

名目 ＧＤ Ｐ ６０ ０兆 円 」に 向け て は、地 方創 生、国 土 強 靭
きょうじん

化、

女 性 の 活 躍 も 含 め 、 あ ら ゆ る 政 策 を 総 動 員 す る こ と に よ り 、

デ フ レ 脱 却 を 確 実 な も の と し つ つ 、 経 済 の 好 循 環 を よ り 確 か

なも のと す る。「 財政 健全 化 」に つい ては 、これ まで の歳 出 改

革の 取組 を 強化 して いく 。』 と さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 

 一 方 で 、 ト ラ ン プ 大 統 領 の 就 任 に 伴 う ア メ リ カ の 国 内 優 先

の 外 交 姿 勢 へ の 転 換 等 に よ り 、 海 外 情 勢 は 予 断 を 許 さ な い 状

況 が 見 込 ま れ て お り 、 今 後 、 こ う し た 海 外 情 勢 や 国 内 経 済 へ

の 影 響 等 を 見 極 め な が ら 、 適 時 適 切 に 対 応 し て い く 必 要 が あ

ると 考え て おり ます 。  
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（平 成 ２ ９ 年度 当初 予算 の 大要 ）  

こ う し た 我 が 国 の 政 治 ・ 経 済 情 勢 等 も 踏 ま え て 編 成 し た 、

本 市 の 平 成 ２ ９ 年 度 当 初 予 算 に つ き ま し て は 、 国 ・ 県 と の 更

な る 連 携 を 強 化 し つ つ 、 特 に 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を よ

り一 層 輝 か せる ため の 各 施 策を はじ め 、「 子ど も・子育 て支 援 」、

「 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 」、「 市 民 の 健 康 増 進 」、「 移 住 ・ 定

住 の 推 進 」 や 「 中 心 市 街 地 の 活 性 化 」、「 地 域 の 活 性 化 」 の 重

要施 策の 推 進 に 予算 配分 を 行う とと もに 、「 市民 サー ビス の 更

なる 向上 」 のた めの 各施 策 に取 り組 んで ま いり ます 。  

ま た 、 こ れ ら に 加 え 、「“ 肉 と 焼 酎 の ふ る さ と ・ 都 城 ” の 対

外 的 な Ｐ Ｒ 」 の 更 な る 推 進 を 図 る 各 施 策 に も 積 極 的 に 取 り 組

んで まい り ます 。  

そ の 一 方 で 、 行 財 政 改 革 の 推 進 に よ る 財 政 健 全 化 を 着 実 に

進 め る と と も に 、 マ ニ フ ェ ス ト を 踏 ま え た 予 算 配 分 と の 両 立

を図 った 予 算 と なっ てお り 、ま さ に、“ 南 九州 の拠 点都 市＝ リ
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ーデ ィン グ シテ ィ ”の確 立 と  “ 笑 顔 あ ふ れ るま ち ＝ スマ イ ル

シテ ィ都 城 ”の 実現 に向 け て、これ まで 以 上に“ 本 気で 挑 戦 ”

する 予算 、すな わ ち 、「ス マ イル シ ティ 都城・チャ レ ンジ 予算 」

とし て編 成 した とこ ろで あ りま す。  

ま ず 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 、 よ り 一 層 輝 か せ る た め

の各 施策 に つい て 御 説明 い たし ます 。  

第 １ の 宝 で あ る 「 農 林 畜 産 業 」 の 振 興 に つ き ま し て は 、 こ

れ ま で の ６ 次 産 業 化 に 取 り 組 む 事 業 者 支 援 や 新 商 品 開 発 等 支

援に 加え 、首都 圏 等へ の販 路 開拓 支援 も拡 充 し、持 続可 能な 儲
もう

かる 農業 の 実現 に向 け 、 取 組を 強化 して ま いり ます 。  

ま た 、 平 成 ２ ９ 年 度 は 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 の 開 催 年 度 で あ

る こ と か ら 、 日 本 一 獲 得 に 向 け て 努 力 し て い る 畜 産 農 家 を サ

ポ ー ト す る た め の 事 業 等 を 通 じ 、 関 係 者 一 丸 と な っ て 取 り 組

んで まい り ます 。  

こ れ に 加 え 、 新 規 就 農 者 等 の 就 農 に 伴 う 初 期 費 用 を 軽 減 す

る た め 、 ト ラ ク タ ー 等 の 生 産 基 盤 の 導 入 を 支 援 す る 新 た な 制
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度を 創設 い た し ます 。  

さ ら に 、 新 た な 事 業 と し て 、 未 利 用 資 源 で あ る 放 置 竹 林 の

解 消 と 畜 産 農 家 の 飼 料 コ ス ト 低 減 等 が 期 待 さ れ る 竹 笹 を 活 用

し た 飼 料 の 普 及 促 進 事 業 、 森 林 の 公 益 的 か つ 多 面 的 機 能 の 維

持 を 図 る た め に 伐 採 跡 地 へ の ス ギ ・ ヒ ノ キ 等 の 再 造 林 を 推 進

する 事業 に も 取 り組 んで ま いり ます 。  

こ の ほ か 、 農 業 後 継 者 と 新 規 参 入 者 の 育 成 ・ 確 保 を 目 的 と

し た 農 業 後 継 者 等 支 援 事 業 、 肉 用 牛 の 生 産 に 取 り 組 む 畜 産 農

家 の 生 産 基 盤 強 化 を 支 援 す る 肉 用 牛 担 い 手 農 家 支 援 事 業 を 、

そ れ ぞ れ 拡 充 し て 実 施 す る と と も に 、 農 地 ・ 農 業 用 施 設 の 基

盤 整 備 を 通 じ て 畑 作 営 農 の 確 立 や 生 産 性 の 向 上 を 図 り 、 地 域

農 業 の 発 展 と 食 糧 の 安 定 供 給 に 向 け 、 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま

いり ます 。  

第 ２ の 宝 で あ る 「 地 の 利 」 の 拡 大 に つ き ま し て は 、 都 城 志

布 志 道 路 の 早 期 全 線 開 通 に 向 け て 、 引 き 続 き 、 官 民 を 挙 げ て

要 望 活 動 を 行 う と と も に 、 建 設 予 定 地 に あ る 市 の 街 区 公 園 の
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移 設 経 費 を 計 上 す る な ど 、 早 期 全 線 開 通 に 向 け て 国 ・ 県 と 緊

密に 連携 し て 取 り組 んで ま いり ます 。  

ま た 、 平 成 ２ ８ 年 ９ 月 に 開 通 し た 山 之 口 ス マ ー ト イ ン タ ー

チ ェ ン ジ の 利 活 用 促 進 を 図 る た め に 、 平 成 ２ ９ 年 度 も Ｅ Ｔ Ｃ

車載 器
しゃさいき

設 置 補 助 を 実 施 す る と と も に 、 南 海 ト ラ フ 地 震 発 生 時

に お け る 後 方 支 援 機 能 を 強 化 す る た め 、 大 規 模 災 害 時 後 方 支

援 計 画 に 基 づ い た 周 辺 自 治 体 や 関 係 機 関 等 と の 図 上 訓 練 や 行

動マ ニュ ア ルの 作成 に も 取 り組 んで まい り ます 。  

さ ら に 、 街 区
まちく

三股
みまた

線
せん

、 鷹尾
たかお

上長 飯
かみながえ

通
とおり

線
せん

、 甲斐 元
か い も と

通
とおり

線
せん

の

歌舞 伎
か ぶ き

橋
ばし

や 鷹尾
たかお

都
みやこ

原 線
ばるせん

の 基 幹 道 路 等 の 整 備 に １ ４ 億 円 を 計

上 し て お り 、 こ う し た 事 業 を 通 じ て 「 地 の 利 」 を 更 に 拡 大 さ

せ、 本市 の 発展 に つ なげ て まい りた いと 考 えて おり ます 。  

第 ３ の 宝 で あ る 「 人 間 力 あ ふ れ る 子 ど も た ち 」 の 育 成 に つ

き ま し て は 、 平 成 ２ ９ 年 度 か ら 新 た に 取 り 組 む 学 力 向 上 対 策

事 業 と し て 、 小 学 校 ３ ・ ４ 年 生 の 算 数 の 授 業 に 習 熟 度 別 少 人

数 指 導 を 導 入 す る と と も に 、 同 じ 中 学 校 区 内 の 小 中 学 校 が 連
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携 し て 、 小 中 ９ 年 間 の 一 貫 指 導 に 取 り 組 み 学 力 向 上 を 図 る 小

中一 貫学 力 向上 研究 指定 事 業 、市 内の 大規 模 中学 校に おい て 、

教 師 が 生 徒 に 向 き 合 う 時 間 を 確 保 し て 個 別 指 導 等 の 充 実 を 図

る 中 学 校 教 員 業 務 支 援 事 業 等 を 実 施 し 、 市 内 小 中 学 生 の 学 力

向上 に取 り 組ん でま いり ま す。  

ま た 、 オ ー ス ト ラ リ ア と の 中 学 生 海 外 交 流 事 業 、 Ａ Ｌ Ｔ に

よ る 語 学 指 導 事 業 及 び 小 学 校 図 書 館 サ ポ ー タ ー 配 置 事 業 の 拡

充 の ほ か 、 Ｊ Ｆ Ａ こ こ ろ の プ ロ ジ ェ ク ト ・ 夢 の 教 室 等 に も 継

続し て 取 り 組ん でま いり ま す。  

こ の ほ か 、 ふ る さ と 納 税 で も 人 気 の 高 い “ 都 城 産 宮 崎 牛 ”

を 市 内 の 児 童 ・ 生 徒 に 学 校 給 食 で 提 供 し 、 食 を 通 し て ふ る さ

と 都 城 の 素 晴 ら し さ を 知 っ て も ら い 、 郷 土 愛 の 形 成 と 食 育 を

推 進 す る と と も に 、 平 成 ３ ０ 年 の Ｎ Ｈ Ｋ 大 河 ド ラ マ で 取 り 上

げ ら れ る 西 郷 隆 盛 と 都 城 島 津 家 に 関 す る 展 示 を 行 う 都 城 島 津

伝承 館特 別 展 も 開催 する 予 定で あり ます 。  

さ ら に 、 早 水 公 園 体 育 文 化 セ ン タ ー の サ ブ ア リ ー ナ ・ 武 道
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場 の 整 備 や 都 城 運 動 公 園 の 野 球 場 等 の 改 修 に も 取 り 組 み 、 ス

ポー ツの 振 興を 図っ てま い りま す。  

次 に 、 主 な 重要 施策 に つ い て 、 順次 、御 説 明い たし ます 。  

「 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 」 に つ き ま し て は 、 現 在 の 乳 幼 児 医

療 費 助 成 事 業 を 拡 充 し 、 こ れ ま で 一 部 有 料 で あ っ た 小 学 校 就

学 前 の 乳 幼 児 の 医 療 費 自 己 負 担 を 無 料 化 し 、 子 育 て 世 代 の 医

療 費 負 担 の 軽 減 と 子 ど も の 健 全 な 成 長 を 支 援 し て ま い り ま す 。 

ま た 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 活 用 し て 、 母 子 健 康 手 帳 の 情

報 を パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン で 記 録 ・ 閲 覧 で き る 母 子 健 康

情 報 サ ー ビ ス 事 業 や 、 全 て の 子 ど も た ち が 夢 と 希 望 を 持 っ て

成 長 し て い け る 環 境 整 備 を 行 う た め の 子 ど も の 貧 困 対 策 支 援

体 制 整 備 計 画 策 定 事 業 に 新 た に 取 り 組 む と と も に 、 フ ッ 素 洗

口 に よ り 幼 児 の む し 歯 を 予 防 す る 保 育 所 ・ 幼 稚 園 等 む し 歯 予

防 事 業 、 潜 在 的 な “ 空 き 待 ち 児 童 ” の 解 消 を 図 る 小 規 模 保 育

所 推 進 事 業 に つ い て も 、 実 施 箇 所 を 拡 充 し て 取 り 組 ん で ま い

りま す。  
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さ ら に 、 ホ ー ム ス タ ー ト 支 援 事 業 、 不 妊 治 療 費 助 成 事 業 、

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 に も 継 続 し て 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 

「 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 」 に つ き ま し て は 、 法 人 立 放 課

後 児 童 ク ラ ブ を 更 に ６ 箇 所 追 加 設 置 し て ４ ７ 箇 所 と す る と と

も に 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に 空 調 設 備 を 設 置 す る 放 課 後 児 童 ク

ラブ 空調 設 置事 業に 新た に 取り 組 み ます 。  

ま た 、 利 用 料 の 一 部 助 成 に よ り 利 用 者 の 増 加 が 見 込 ま れ る

フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 に つ い て は 、 利 用 者 枠 や ス

タッ フ体 制 の拡 充を 図っ て まい りま す 。  

こ れ に 加 え 、子育 て世 代就 職 支援 事業 、保育 士 等研 修事 業、

女性 活躍 促 進事 業等 にも 継 続し て 取 り組 ん でま いり ます 。  

「 市 民 の 健 康 増 進 」 に つ き ま し て は 、 が ん 検 診 事 業 に 新 た

に 胃 が ん リ ス ク 検 診 を 追 加 し 、 胃 が ん の 早 期 発 見 と 医 療 費 抑

制 に 資 す る 取 組 を 進 め る と と も に 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の

充 実 や 介 護 予 防 に 効 果 的 な こけ ない
・ ・ ・ ・

か ら だ づ く り 講 座 の 普 及

推進 に取 り 組ん でま いり ま す。  
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ま た 、 ウ ォ ー キ ン グ 推 進 事 業 や 健 康 増 進 施 設 利 用 助 成 事 業

等 に も 継 続 し て 取 り 組 む と と も に 、 国 民 健 康 保 険 事 業 に つ い

て も 、 ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 利 用 促 進 等 に よ る 医 療 費 抑 制 に 向

け た 取 組 や 収 納 対 策 を 強 化 す る こ と 等 に よ り 、 安 定 的 な 運 営

に努 めて ま いり ます 。  

「 移 住 ・ 定 住 の 推 進 」 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で の 移 住 ・

定住 対策 に 加え 、新た な制 度 を創 設し て支 援 して まい りま す 。 

ま ず 、 大 学 生 や 社 会 人 経 験 者 を 対 象 に 地 場 企 業 へ の 企 業 巡

見 や イ ン タ ー ン シ ッ プ へ の 参 加 経 費 を 支 援 す る 移 住 ・ 定 住 イ

ン タ ー ン シ ッ プ 等 推 進 事 業 、 移 住 ・ Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン 希 望 者 の 相

談 窓 口 を 都 市 部 に 開 設 す る 移 住 ・ 定 住 人 材 確 保 コ ー デ ィ ネ ー

ト 事 業 に 取 り 組 む と と も に 、 地 場 企 業 へ 転 職 し 、 市 内 へ 定 住

す る 社 会 人 経 験 者 を 対 象 に 、 引 越 し 費 用 と 家 賃 を 支 援 す る 転

職 応 援 補 助 制 度 を 創 設 す る 等 、 ふ る さ と 都 城 で 働 き た い 方 々

に対 して 、 様々 な支 援 を 行 って まい りま す 。  

ま た 、 移 住 ・ 定 住 推 進 事 業 、 企 業 巡 見 事 業 、 移 住 ・ Ｕ Ｉ Ｊ
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タ ー ン 就 職 座 談 会 等 の 事 業 に つ い て も 、 引 き 続 き 積 極 的 に 取

り組 んで ま いり ます 。  

「 中 心 市 街 地 の 活 性 化 」 に つ き ま し て は 、 ま ち な か の 空 気

を 変 え る こ と 等 に よ り 中 心 市 街 地 の 活 性 化 を 実 現 す る た め 、

現 在 進 行 中 の 市 立 図 書 館 や 子 育 て 世 代 活 動 支 援 セ ン タ ー 等 の

複 合 施 設 の ハ ー ド 整 備 を 含 む 中 心 市 街 地 中 核 施 設 整 備 支 援 事

業 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン や イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 等 の ソ フ ト 事 業 を ツ

ー ル に 中 心 市 街 地 全 体 の 活 性 化 を 図 る ま ち な か 活 性 化 プ ラ ン

事 業 に 加 え 、 こ れ ま で に な い 大 胆 な ま ち な か 再 生 補 助 制 度 を

創 設 し 、 関 係 者 の マ イ ン ド を 変 え る 中 心 市 街 地 再 生 プ ラ ン 事

業 に 取 り 組 む な ど 、 ま さ に “ ハ ー ド ”“ ソ フ ト ”“ マ イ ン ド ”

の ３ つ の 施 策 を 一 体 的 に 展 開 す る こ と で 、 中 心 市 街 地 の 再 生

と活 性化 に 取り 組ん でま い りま す。  

「 地 域 の 活 性 化 」 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ２ ８

年 度 ま で 市 内 ８ 地 区 で 実 施 し て い る 地 域 活 性 化 事 業 を 、 平 成

２ ９ 年 度 か ら は 市 内 全 １ ５ 地 区 で 実 施 す る 予 定 で あ り 、 地 域
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ご と に 特 色 あ る ま ち づ く り が 行 わ れ る よ う 支 援 し て ま い り ま

す。  

な お 、 地 域 活 性 化 を 進 め る 上 で 重 要 な 基 盤 で あ る 「 ま ち づ

く り 協 議 会 」 の 円 滑 な 運 営 に つ き ま し て は 、 継 続 し て サ ポ ー

ト す る と と も に 、 自 治 公 民 館 等 と の 更 な る 連 携 も 図 っ て ま い

りま す。  

次 に 、「 市 民 サ ー ビス の更 な る向 上 」につ き まし ては 、立 地

企 業 と 連 携 し 、 集 団 検 診 の 予 約 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 受 け 付

け る が ん 検 診 予 約 受 付 業 務 に 新 た に 取 り 組 む と と も に 、 マ イ

ナ ン バ ー カ ー ド を 活 用 し 、 各 種 証 明 書 が 全 国 の コ ン ビ ニ エ ン

ス ス ト ア で 取 得 可 能 と な る コ ン ビ ニ 交 付 サ ー ビ ス 事 業 に つ い

て、 平成 ２ ９年 ４月 から 運 用を 開始 する 予 定で あり ます 。  

「“ 肉 と 焼 酎 の ふ るさ と・都 城”の 対外 的Ｐ Ｒ 」の 更な る推

進 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ７ 年 度 に 寄 附 金 額 ・ 寄 附 件 数 と も

に 全 国 １ 位 と な っ た ふ る さ と 納 税 を 、 対 外 的 な Ｐ Ｒ ツ ー ル と

して これ ま で以 上に 活用 し て ま いり ます 。  
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ま た 、 市 内 外 で の イ ベ ン ト 等 を 通 じ て 、 多 く の 皆 様 に 本 市

及 び 本 市 の ふ る さ と 納 税 に 更 に 関 心 を 持 っ て い た だ け る よ う

に 取 り 組 む と と も に 、 地 場 産 業 の 活 性 化 等 に も 大 き く 寄 与 し

て い る 本 市 の ふ る さ と 納 税 の 内 容 ・ 効 果 等 に つ い て も 、 引 き

続き 、 普 及 啓発 に努 めて ま いり ます 。  

さ ら に 、 ふ る さ と 納 税 で 人 気 の 高 い “ 肉 と 焼 酎 ” を 本 市 の

観 光 振 興 に 活 用 し 、 日 本 一 の “ 肉 と 焼 酎 ” に 出 会 え る 旅 行 プ

ラ ン の 創 設 等 に 取 り 組 む ミ ー ト ツ ー リ ズ ム 推 進 事 業 を 新 た に

実 施 す る と と も に 、 今 後 と も 様 々 な 媒 体 を 活 用 し て “ 肉 と 焼

酎の ふる さ と・ 都城 ”の 魅 力を 全国 に発 信 して まい りま す 。  

こ れ に 加 え 、 ス ポ ー ツ 合 宿 等 を 誘 致 す る ス ポ ー ツ ラ ン ド 都

城推 進事 業 、み や こん じょ Ｐ Ｒ連 携店 事業 、“ 肉と 焼酎 のふ る

さ と ・ 都 城 ” 花 火 大 会 や Ｏ Ｎ Ｅ ＋ Ｎ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 等 の イ ベ ン ト

開催 も積 極 的に 支援 して ま いり ます 。  

こ の ほ か 、 特 色 あ る 主 な 事 業 と し ま し て は 、 マ イ ナ ン バ ー

カ ー ド を 活 用 し て 地 域 の 消 費 拡 大 を 推 進 す る 地 域 経 済 応 援 ポ
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イ ン ト 活 用 事 業 を 全 国 に 先 駆 け て 取 り 組 む と と も に 、 Ｎ Ｐ Ｏ

や 市 民 団 体 等 の 活 動 を 支 援 す る た め の 子 育 て ・ 市 民 公 益 団 体

活動 支援 事 業 を 拡充 いた し ます 。  

ま た 、 沖 水 地 区 公 民 館 建 設 事 業 、 志 和 池 地 区 公 民 館 建 設 事

業 に 新 た に 着 手 す る と と も に 、 長 年 の 懸 案 で あ っ た 大 岩 田 最

終 処 分 場 埋 立 地 の 有 効 活 用 に つ い て も 、 パ ー ク ゴ ル フ 場 や 多

目的 広場 等 の 整 備に 着手 し てま いり ます 。  

平 成 ２ ９ 年 度 に お き ま し て は 、 以 上 の よ う な 各 施 策 に 取 り

組 ん で い く こ と と し て お り 、 そ の 結 果 、 平 成 ２ ９ 年 度 当 初 予

算 は 、 一 般 会 計 に つ き ま し て は ８ ０ ４ 億 ６ 千 万 円 と な り 、 ま

た 、 特 別 会 計 、 企 業 会 計 を 加 え た 全 会 計 で は １ 千 ３ ６ ７ 億 ９

千１ ０４ 万 ５ 千 円と なっ て おり ます 。  

 一 般 会 計 予 算 に関 し ま し て 、 歳出 面で は 、 東 小学 校建 設 事

業や 山之 口 体育 館の 改修 事 業等 が減 少し た もの の 、 早水 公 園

整備 事業 や 甲斐 元
か い も と

通 線
とおりせん

整備 事業 等 が 増 加 し た こ と 等 に よ り 、

投 資 的 経 費 が １ １ 億 ２ 千 万 円 増 加 し １ １ ４ 億 円 と な り ま し た 。
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また 、 繰 出 金 に つき まし て は 、 下水 道事 業 及び 農業 集落 下 水

道事 業 の 地 方公 営企 業法 適 用化 等の 影響 を 受け １９ 億３ 千 万

円減 少し ５ ７ 億 ２千 万円 に なり まし たが 、 補助 費等 は、 法 適

用化 に伴 い 繰出 金 が 補助 金 、負 担金 等へ 移 行す るこ とか ら ９

億５ 千万 円 増加 し６ ５億 ７ 千万 円 と なっ て おり ます 。  

 歳 入 面 で は 、 市 税 に つ き ま し て は 、 前 年 度 に 比 べ て ３ 億 ６

千 万 円 増 加 し 、 １ ８ ５ 億 円 と 見 込 ん で お り ま す が 、 地 方 交 付

税 に つ き ま し て は 、 合 併 算 定 替 に 伴 う 縮 減 等 に よ り 前 年 度 当

初 に 比 べ て １ １ 億 円 減 の １ ６ ９ 億 ４ 千 万 円 、 国 ・ 県 支 出 金 に

つ き ま し て は 、 年 金 生 活 者 支 援 臨 時 福 祉 給 付 金 給 付 事 業 費 補

助 金 等 の 減 少 等 に よ り 、 ２ 億 ５ 千 万 円 減 の １ ９ ４ 億 ４ 千 万 円

を見 込ん で おり ます 。  

 ま た 、 新 規 市 債発 行額 に つき まし ては 、 中心 市街 地中 核 施

設整 備支 援 事業 及び 早水 公 園整 備事 業 等 に 係る 合併 特例 事 業

債や 臨時 財 政対 策債 の増 加 によ り、 前年 度 当初 に比 べて ４ 億

５千 万円 増 加 し 、６ ７億 ２ 千万 円と なっ て おり ます 。  
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な お 、 平 成 ２ ９ 年 度 末 の 全 会 計 の 市 債 残 高 見 込 み に つ き ま

し て は 、 合 併 直 後 の 平 成 １ ７ 年 度 末 の １ 千 ３ ２ ０ 億 ７ 千 万 円

に 比 べ て ２ ２ ４ 億 円 減 少 し 、 １ 千 ９ ６ 億 ７ 千 万 円 と な っ て お

り 、 着 実 に 財 政 健 全 化 を 進 め て お り ま す が 、 今 後 と も 引 き 続

き 、 行 財 政 改 革 の 推 進 等 に 取 り 組 む と と も に 、 本 市 に と っ て

負 担 の 小 さ い 地 方 債 で あ る 臨 時 財 政 対 策 債 や 合 併 特 例 事 業 債

の活 用 等 に より 、財 政健 全 化を 図っ てま い りま す 。  

 

（ む す び ）  

  以 上 、 今 後 の 市 政 運 営 に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 と 平 成 ２ ９

年度 当初 予 算の 大要 につ い て 御 説明 いた し まし た。  

 私 は 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 、 よ り 一 層 輝 か す た め の

各施 策や 、「 子 ど も・子育 て 支援 」をは じめ と した 重要 施策 を

推 進 し 、 ま た 、「 市 民 サ ー ビ ス の 更 な る 向 上 」、「“ 肉 と 焼 酎 の

ふ る さ と ・ 都 城 ” の 対 外 的 Ｐ Ｒ 」 を 更 に 推 進 す る 各 施 策 を 着

実に 実施 し てい けば 、本 市 は必 ず や、“ 南 九州 の 拠 点都 市＝ リ
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ーデ ィン グ シテ ィ ”とし て の地 位 を確 立し 、“ 市民 の笑 顔が あ

ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ ル シ テ ィ 都 城 ” を 実 現 す る こ と が で き る

と確 信し て おり ます 。  

 し た が い ま し て 、 平 成 ２ ９ 年 度 に お き ま し て も 、 市 民 の 皆

様 の 御 理 解 の も と 、“ 南 九 州 の 拠 点 都 市 ＝ リ ー デ ィ ン グ シ テ

ィ ” の 確 立 と “ 笑 顔 あ ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ ル シ テ ィ 都 城 ” の

実現 に向 け て、初心 を忘 れ ず、これ まで 以 上に“ 本 気で 挑 戦”

を し 、 本 市 の 更 な る 発 展 の た め に 尽 力 し て ま い る 所 存 で あ り

ま す の で 、 市 民 の 皆 様 及 び 議 員 各 位 の よ り 一 層 の 御 理 解 と 御

協力 を よ ろ しく お願 い 申 し 上げ 、私の 施政 方 針と いた しま す 。 


